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平
成
22
年
度
の

　
　
　理
事
会
ス
タ
ー
ト

４
月
13
日
㈫
婦
人
会
活
動
室
に

お
い
て
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
会
は
有
馬
妙
子
会
長
の
挨

拶
の
後
、
新
旧
交
代
が
行
わ
れ
旧

理
事
に
は
花
束
と
「
感
謝
の
気
持

ち
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
21
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
報
告
、
平
成
22

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
審

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
本
部
役
員
〉

▽
会
長
＝
有
馬
妙
子（
城
北
）

▽
副
会
長
＝
河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

　
　
　
　
　
岩
艶
子（
広
畑
）

　
　
　
　
　
竹
中
安
美（
四
郷
・
見
野
）

▽
会
計
＝
河
田
富
貴
枝（
英
賀
保
）

　
　
　
　
箭
吹
美
恵
子（
城
西
）

▽
書
記
＝
赤
松
千
賀
子（
広
峰
）

　
　
　
　
豊
田
多
恵
子（
水
上
）

▽
監
査
＝
山
田
福
美（
余
部
）

　
　
　
　
清
水
貞
子（
網
干
）

交
代
の
新
旧
理
事
名

（
旧
理
事
）　 

（
新
理
事
）

三
輪
す
ぎ
ゑ
↓
河
田
邦
子（
旭
陽
）

堀
和
代
　
　
↓
岩
田
稔
恵（
豊
富
）

大
東
よ
し
え
↓
田
中
生
代（
砥
堀
）

白
井
と
よ
子
↓
難
波
恵
子（
船
津
）

退
会
の
旧
理
事
名

岩
沢
保
子（
野
里
）

筒
井
紀
子（
荒
川
）

中
川
望（
家
島
）

桂
さ
ゆ
り（
坊
勢
）

木
村
淳
美（
網
干
西
）

〈
ブ
ロ
ッ
ク
長
〉

▽
北
部
＝
豊
田
多
恵
子（
水
上
）

▽
南
部
＝
日
高
美
絵
子（
広
畑
第
二
）

▽
西
部
＝
野
夫
井
小
弓（
勝
原
）

▽
東
部
＝
碇
真
知
子（
大
塩
）

〈
一
日
一
円
感
謝
拠
金
担
当
〉

▽
清
水
貞
子
、
赤
松
千
賀
子

　
山
田
福
美
、
日
高
美
絵
子

４
月
13
日
㈫
午
前
中
、
一
日
一

円
感
謝
拠
金
運
動
の
会
運
営
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

21
年
度
は
交
通
災
害
見
舞
金
８

件
、
育
英
資
金
23
件
が
支
給
さ
れ

ま
し
た
。

一
日
一
円
感
謝
拠
金

　
　
　
　運
動
運
営
委
員
会▲岩成孝連合自治会長と

　前田敏則交流振興局長の監査報告

▲新年度最初の挨拶をする有馬会長

▲有馬会長から旧理事に花束を贈呈
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式
に
て

河
田
・
日
高
理
事
が

受
賞
さ
れ
る

姫
路
城
観
桜
会

美
化
活
動

ク
リ
ー
ン
作
戦

2010年（平成22年）　春号 第500号（改版第3号）  （2）婦人ひめじ

４
月
１
日
㈭
に
開
催
さ
れ
た
姫

路
市
制
記
念
式
に
お
い
て
姫
路
市

連
合
婦
人
会
の
河
田
富
貴
枝
さ
ん

（
英
賀
保
校
区
会
長
）と
日
高
美
絵

子
さ
ん（
広
畑
第
二
校
区
会
長
）が

市
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
の
記
念
講
演
会
は
作
曲

家
で
ひ
め
じ
観
光
大
使
の
池
辺
晋

一
郎
氏
が「
人
を
つ
な
ぎ
、
心
に
し

み
る
も
の
―
音
楽
の
不
思
議
、
そ

の
秘
密
」を
テ
ー
マ
に
ピ
ア
ノ
を
弾

き
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
３
日
㈯
、姫
路
城
周
辺
で

各
種
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

三
の
丸
広
場
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
有
馬
妙
子
会
長
が
出
席
し
、

石
見
市
長
ら
と
一
緒
に
鏡
割
り
を

行
い
ま
し
た
。

２
月
19
日
㈮
、
各
校
区
か
ら
参

加
し
た
婦
人
会
員
96
名
は
大
手
前

公
園
に
集
合
し
て
美
化
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
手
門

か
ら
姫
路

駅
ま
で
の

間
を
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と

に
分
か
れ

て
の
作
業

は
約
１
時

間
で
し
た

が
、
か
な
り
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま

し
た
。

４
月
29
日
㈭
に
は
み
ど
り
の
美

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
、

連
合
婦
人
会
か
ら
27
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画（
目
的
）

次
に
掲
げ
た

各
種
活
動
・
事
業
の
展
開
を

積
極
的
に
推
進
す
る

婦
人
会
員
相
互
の
連
携
を
密
に

し
、
女
性
の
教
養
と
福
祉
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
創
造
に
寄
与
し
、
婦
人

会
活
動
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、

組
織
の
強
化
に
努
力
す
る
。

▽
学
習
活
動
、
事
業
活
動
、
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
、
福
祉
活
動
、
健

康
増
進
活
動
、
環
境
美
化
活

動
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
運
動
、

県
・
市
行
事
に
参
加
、
協
賛
、

消
費
者
啓
発
事
業
、
中
播
磨
消

費
者
団
体
連
絡
協
議
会
の
委
託

事
業
、
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー

タ
ー
活
性
化
事
業
参
加
、
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
の
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
実
施

〈
各
委
員
会
〉

文
化
教
養
委
員
会

▽
委
員
長
＝
竹
中
安
美（
四
郷
・
見
野
）

▽
副
委
員
長
＝
山
田
福
美（
余
部
）

▽
委
員
＝
北
川
ふ
み
子（
城
陽
）

　
　
　
　
河
田
富
貴
枝（
英
賀
保
）

　
　
　
　
野
夫
井
小
弓（
勝
原
）

　
　
　
　
山
本
禎
子（
太
市
）

　
　
　
　
藤
田
達
子（
山
田
）

体
育
厚
生
委
員
会

▽
委
員
長
＝
河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

▽
副
委
員
長
＝
日
高
美
絵
子

（
広
畑
第
二
）

▽
委
員
＝
赤
松
千
賀
子（
広
峰
）

　
　
　
　
松
本
節
子（
別
所
）

　
　
　
　
水
野
眞
佐
子（
的
形
）

　
　
　
　
碇
真
知
子（
大
塩
）

　
　
　
　
河
田
邦
子（
旭
陽
）

生
活
創
造
委
員
会

▽
委
員
長
＝
岩
艶
子（
広
峰
）

▽
副
委
員
長
＝
箭
吹
美
恵
子（
城
西
）

▽
委
員
＝
田
中
生
代（
砥
堀
）

　
　
　
　
豊
田
多
恵
子（
水
上
）

　
　
　
　
清
水
貞
子（
網
干
）

　
　
　
　
難
波
恵
子（
船
津
）

　
　
　
　
岩
田
稔
恵（
豊
富
）

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
22
年
度
の
事
業
計
画

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
22
年
度
の
事
業
計
画

昭和41年に創刊された姫路市連合婦人会機関
紙「婦人ひめじ」は、多くの皆様のご支援・ご協力に
より、今号で第500号を発行できる運びになりまし
た。今後とも皆様に親しまれる内容に努めていきた
いと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

姫路市連合婦人会会長　有馬 妙子

23

ブロック活動

城

北

網

干

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

中
部
・
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

（3）  第500号（改版第3号） 2010年（平成22年）　春号婦人ひめじ

４
月
24
日
㈯
、
図
書
館
網
干
分

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
22

年
度
総
会
及

び
女
性
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

「
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
連
合
自
治
会
長
は
じ

め
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、事

業
報
告
、
会
計
報
告
を
行
い
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
声
楽

家
松
本
温
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
来
場
者
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

（
清
水
貞
子
）

城
北
婦
人
会
は
２
月
13
日
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
〈
三
世
代
交

流
事
業
〉
と
し
て
映
画
《
旭
山
動

物
園
物
語
》
を
上
映
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
寒
さ
と
は
う
っ
て

変
わ
り
暖
か
い
日
で
校
区
の
皆
様

が
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
前
日
の
準
備
の
手
伝
い
は
小

学
校
の
子
供
た
ち
が
、
当
日
の
後

か
た
づ
け
は
参
加
者
全
員
が
手
伝

っ
て
下
さ
り
、
本
当
の
三
世
代
交

流
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

映
画
も
、

本
当
に

ペ
ン
ギ

ン
が
空

を
飛
び
、

婦
人
会

も
力
を

合
せ
て

頑
張
ろ
う
と
思
え
た
充
実
し
た
一

日
が
送
れ
た
と
思
い
ま
す
。

（
有
方
育
世
）

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

日
本
玩
具
博
物
館
の
見
学

２
月

20
日
㈯
、

市
民
会

館
和
室

に
53
名

が
集
ま

り
、
岡

山
か
ら

井
上
美

鈴
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
わ
ら
べ

う
た
あ
そ
び
」
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

日
本
の
昔
か
ら
歌
い
継
が
れ
て

き
た
「
わ
ら
べ
う
た
」
の
中
に

は
、
子
ど
も
を
育
て
る
深
い
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
楽

し
い
お
話
を
、
先
生
の
素
敵
な

歌
声
と
共
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
お
手
玉
や
手
遊
び
な
ど

も
楽
し
み
ま
し
た
。

３
月
４
日
㈭
、
27
名
は
香
寺
町

の
日
本
玩
具
博
物
館
を
訪
れ
、
井

上
重
義
館
長
の
話
を
お
聞
き
し
た

後
、
館
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
玩
具
や

世
界
中
の
玩
具
が
い
っ
ぱ
い
並
び
、

懐
か
し
い
思
い
出
に
、
さ
ら
に
立

派
な
お
雛
さ
ま
に
出
会
え
て
、
素

敵
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
河
南
眞
稚
子
）

２
月
８
日
㈪
、
み
か
し
ほ
学
園

（
日
本
栄
養
専
門
学
校
）
で
お
肉

料
理
を
中
部
・
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

皆
さ
ん
36
人
が
教
わ
り
ま
し
た
。

兵
庫
県
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組

合
よ
り
良

質
の
和
牛

肉
を
提
供
。

み
か
し

ほ
の
先
生

は
安
い
物

に
目
が
移

る
が
、
体
を
造
り
健
康
維
持
に
は

良
質
の
動
物
性
蛋
白
質
が
必
須
で
、

体
調
回
復
に
も
パ
ワ
ー
が
ち
が
う

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
産
の
野
菜
と
共
に

「
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
」「
豚
肉
と
グ

リ
ン
ピ
ー
ス
の
炊
き
込
み
ご
飯
」

を
作
り
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

調
理
の
工
夫
、
手
順
の
コ
ツ
を

学
び
、
家
庭
で
も
生
か
し
た
い
と
、

皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。

（
箭
吹
美
恵
子
）

わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

▲熱心にお話を聞きました

国
産
食
肉
需
要
構
造
改
善
対
策
事
業

料
理
セ
ミ
ナ
ー

校
区
婦
人
会
で
は
、
地
域
内
の
女
性
に
よ
る
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

姫
路
市
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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校区婦人会だより校区婦人会だより
三
世
代
ふ
れ
あ
い
輪
な
げ
大
会

勝
原
校
区

　
2
月
6
日
㈯
勝
原
小
学
校
体
育

館
で
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

小
学
校
P
T
A
の
協
力
で
、
三
世

代
ふ
れ
あ
い
輪
な
げ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
大
き
い
数
に
輪
が
入
っ
た
時

は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
競
技
の
休
憩
時
に
、

鯛
焼
き
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

（
野
夫
井
小
弓
）

交
流
の
輪
広
が
る
皮
革
フ
ェ
ア

四
郷（
見
野
）校
区

　
3
月
7
日
㈰
、
四
郷
の
地
場
産

業
で
あ
る
皮
革
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
、
第
二
回
皮
革
フ
ェ
ア
を
開

催
。
昨
年
を
上
回
る
二
三
○
○
人

が
四
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
高

校
生
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
演
技
。
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
体

験
教
室
や
ス
ワ
ッ
チ
（
ハ
ギ
レ
）

の
販
売
、
岩
田
建
三
郎
先
生
に
よ

る
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
。
女
性
の
靴

職
人
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
の
靴
の
販

売
。
婦
人
会
も
、
古
代
か
ら
伝
わ

る
茶
粥
田
楽
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を

も
う
け
多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
集

ま
り
ま
し
た
。
　
（
竹
中
安
美
）

新
年
度
ス
タ
ー
ト

旭
陽
校
区

　
4
月
24
日
㈯
、
大
正
琴
の
美
し

い
音
色
と
と
も
に
、
旭
陽
婦
人
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
三
輪
会

長
か
ら
河
田
会
長
へ
引
き
継
が
れ

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
子
育
て
・
地
域
高
齢

▲みんなでともに

た
け
の
こ
祭
り太

市
校
区

川
ま
つ
り
へ
の
参
加

城
陽
校
区

　
第
18
代
姫
路
城
主
、
池
田
三
左

衛
門
輝
政
公
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

た
三
左
衛
門
堀
川
の
川
辺
り
で
川

の
恵
み
、
水
の
恵
み
に
感
謝
を
す

る
校
区
手
づ
く
り
の
三
左
衛
門
堀

川
ま
つ
り
が
、
5
月
22
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
婦
人
会
も
百
人
の
総
お

者
の
支
援
な
ど
、
平
成
22
年
度
の

活
動
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
校
区
学
習
会
「
男
女
共
同
参
画

っ
て
な
ぁ
に
？
」
を
持
ち
、
み
ん

な
で
学
び
ま

し
た
。

（
治
田
順
子
）

　
4
月
24
日
㈯
、
校
区
あ
げ
て
の

「
た
け
の
こ
祭
り
」
が
谷
ス
ポ
ー

ツ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
太
市

婦
人
会
は
、
筍
天
ぷ
ら
を
手
作
り

し
販
売
し
ま
し
た
。
前
日
に
、
公

民
館
で
水
煮
筍
50
キ
ロ
を
切
っ
て

下
味
を
つ
け
、
準
備
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
筍
に
衣
を
つ
け
て
天
ぷ

ら
に
し
ま
し
た
。
大
変
好
評
で
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
、
二
日
間

の
疲
れ
も
吹

っ
飛
ん
で
し

ま
い
、
充
実

感
で
満
た
さ

れ
ま
し
た
。

（
山
本
禎
子
）

ど
り
で
参
加
し
ま
す
。
夜
店
も
あ

り
ま
す
。
城
陽
校
区
各
種
団
体
の

連
携
と
地
域
交
流
を
深
め
て
、
今

年
で
17
回
目
で
す
。
年
を
追
う
ご

と
に
盛
大
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

も
一
度
夕
べ
の

ひ
と
と
き
お
越

し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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夢
プ
ラ
ン
事
業
で
カ
レ
ー
づ
く
り

水
上
校
区

　
3
月
21
日
、
第
三
回
地
域
夢
プ

ラ
ン
事
業
と
し
て
「
水
上
て
く
て

く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
I
N
砥
堀
」
を

実
施
。
婦
人
会
は
、昼
食
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
づ
く
り
を
担
当
。

　
P
T
A
・
生
徒
会
の
若
い
お
母

さ
ん
お
父
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
て
、
17
名
で
二
百
人
分

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
用
意
。「
お

い
し
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」

の
声
を
聞
き
、
嬉
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。  

　
　（
豊
田
多
恵
子
）

動
き
出
し
た
役
員
の
活
動

英
賀
保
校
区

　
4
月
1
日
、
新
し
い
役
員
も
決

ま
り
年
間
行
事
も
あ
ら
ま
し
計
画

を
立
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
数
々

の
大
変
な
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

役
員
同
士
の
親
睦
も
深
ま
る
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
生
活
学
級
の
発

表
を
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
の
で

気
を
引
き
締
め
み
ん
な
で
手
を
携

え
、
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
河
田
富
貴
枝
）

婦
人
会
総
会

中
寺
校
区

山
田
校
区
婦
人
会

山
田
校
区

　
昨
年
度
は
皆
様
の
ご
協
力
、
ご

支
援
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
4
月
11
日
に
総
会
を
開
き
、
新

た
な
る
年
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
山
田
校
区
婦
人
会

九
十
周
年
の
年
に
あ
た
り
総
会
終

了
後
、
ス
ラ
イ
ド
観
賞
や
、
講
演

会
な
ど
行
い
ま
し
た
。
歴
史
あ
る

婦
人
会
の
活
動
を
再
確
認
す
る
貴

重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
本
年

度
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
藤
田
達
子
）

ふ
れ
あ
い
教
室
で
学
ぶ
も
の

船
津
校
区

平
成
22
年
総
会余

部
校
区

　
去
る
4
月
17
日
総
会
と
、
生
活

学
級
で
吉
田
八
郎
先
生
を
迎
え

「
子
育
て
と
人
権
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
社
会
的
立
場
の
弱

い
人
々
が
人
権
を
侵
さ
れ
や
す

い
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
起
こ
し

て
い
る
言
葉
で
の
人
権
侵
害
な

ど
。
ま
と
め
と
し
て
、
組
織
を
う

ま
く
機
能
さ
せ
る
に
は
、
陰
口
や

▲カレーライス200食

▲桜の下でお花見会

▲4月1日市民表彰を頂きました。本部役員7名と支部役員40名。

　
4
月
4
日
㈰
、
恒
例
の
お
花
見

を
兼
ね
た
総
会
を
溝
口
太
子
堂
広

場
で
行
い
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の

花
冷
え
の
お
天
気
と
違
っ
て
汗
ば

む
ほ
ど
の
陽
気
で
、
絶
好
の
お
花

見
日
和
。
桜
は
姫
路
城
よ
り
少
し

遅
く
七
部
咲
き
で
し
た
。

　
参
加
者
は
、
子
ど
も
か
ら
94
歳

の
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
で
、
総
数
78
名
。
婦
人
会
か
ら

配
ら
れ
た
お
弁
当
や
、
く
じ
引
き

を
楽
し
み
、
最
後
に
「
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

ど
お
り
、
今
年
度
も
楽
し
い
婦
人

会
活
動
を
と
み
ん
な
で
約
束
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。　（
橋
本
菜
摘
）

　
船
津
町
婦
人
会
は
大
正
3
年

に
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
は
昭
和

21
年
に
設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
婦
人
会
活
動
が

め
ざ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

「
①
幸
せ
な
家
庭
作
り
と
資
質
の

向
上 

②
世
代
を
超
え
て
の
交
流 

③
主
体
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

④
地
域
環
境
に
や
さ
し
く 

⑤
温
も

り
の
あ
る
仲

間
づ
く
り
」

で
あ
る
こ
と

で
し
た
。

（
難
波
恵
子
）

仲
間
外
れ
を
し
な
い
、
無
理
強
い

な
ど
し
な
い
、
相
手
を
認
め
る
こ

と
。
そ
れ
が
地
域
を
良
く
す
る
方

法
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
へ
の
恩

送
り
を
忘

れ
な
い
こ

と
。
楽
し

い
時
を
過

ご
し
ま
し

た
。

（
花
房

  

真
智
子
）
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生 活 学 級生 活 学 級

第
五
回
生
活
学
級

的
形
校
区

童
謡
で
手
話
を

　
　覚
え
よ
う
!

別
所
校
区

お
も
て
な
し

　 料
理
で
閉
講
式

広
畑
校
区

　
1
月
27
日
に
長
尾
先
生
に
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
講
習
会

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
と
二
人
で

丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
生
花
は
、
そ
れ
ぞ
れ
枝
振
り
が

違
い
、
人
の
感
性
も
違
う
の
で
基

本
的
な
事
以
外
は
、
枝
振
り
と
自

分
の
感
性
を
生
か
す
よ
う
、
先
生

方
は
一
人
一
人
回
っ
て
下
さ
り
、

自
由
に
楽
し
く
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
自
分
の
作
品
を

満
足
し
て
持
ち
帰
っ
て
頂
き
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

（
増
田
千
恵
美
）

　
2
月
7
日
に
21
年
度
生
活
学
級

閉
講
式
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
手
話
サ
ー
ク
ル
白
鷺
会
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
指
導
を
う
け
、
歌
に
合

わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
、

「
ひ
な
祭
り
」
な
ど
を
楽
し
く
マ

ス
タ
ー
し
ま
し
た
。
手
話
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
今
後
も
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー

で
反
省
会
兼
親
睦
会
を
持
ち
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
（
山
本
裕
子
）

楽
し
か
っ
た

　
　

 

合
同
開
講
式

砥
堀
校
区

　
2
月
23
日
、
広
畑
婦
人
会
（
岩

艶
子
会
長
）
は
生
活
学
級
閉
講
式

を
西
い
ず
み
会
会
長
八
尾
謠
子
先

生
指
導
の
も
と
37
名
で
料
理
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
さ
す
が

主
婦
ら
し
く
手
早
く
調
理
し
、
盛

り
付
け
は
お
店
の
よ
う
に
小
さ
な

花
々
を
添
え
て
素
晴
ら
し
い
出
来

ば
え
で
し
た
。
ま
た
男
女
共
同
参

画
推
進
課
職
員
の
方
の
有
意
義
な

お
話
も
聞
き
ま
し
た
。
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
一
年
の
勉
強
会
が

終
わ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（
酒
見
宣
子
）

　
4
月
18
日
、
砥
堀
公
民
館
に
お

い
て
受
講
生
35
名
の
出
席
で
生
活

学
級
、
女
性
教
室
の
合
同
開
講
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
九
回
目
と
な
る
講
師
の

上
田
真
子
先
生
を
お
迎
え
し
、

「
女
性
の
生
き
方
」
を
テ
ー
マ
に

万
葉
集
に
見
る
歌
か
ら
主
に
華
麗

な
る
額
田
王
を
取
り
上
げ
、
現
代

の
恋
の
表
現
と
は
異
な
っ
た
心
情

の
や
り
と
り
な
ど
興
味
深
く
学

び
、
奈
良
時
代
の
万
葉
の
世
界
に

浸
っ
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。
　
　
　
　
　
（
田
中
生
代
）
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飾
り
袋
教
室
で

　
　
　
　

 

開
講
式

大
塩
校
区

城
西
生
活
学
級

　
　

 

開
講
と
講
演

城
西
校
区

　
4
月
20
日
㈫
、
今
年
度
初
め
の

講
演
会
に
会
員
35
名
が
参
加
。

　
講
師
は
健
康
運
動
指
導
士
の
橋

本
勇
治
先
生
。
テ
ー
マ
は
「
心
を

遊
ば
せ
る
」
興
味
深
い
お
話
と
、

頭
の
体
そ
う
が
次
々
と
出
て
く

る
。
元
警
察
官
で
マ
ジ
ッ
ク
も
飛

び
出
す
ユ
ニ
ー
ク
な
方
で
し
た
。

明
る
く
健
康
的
な
生
活
を
送
る
に

は
、
毎
日
の
リ
ズ
ム
が
必
要
。

　
笑
い
の
人
生
観
に
つ
い
て
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、
楽
し

い
内
容
で
し
た
。

　
次
回
は
5
月
26
日
㈬
に
大
飯
原

子
力
発
電
所
見
学
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　  

（
箭
吹
美
恵
子
）

　
4
月
24
日
に
、
平
成
二
十
二
年

度
第
一
回
生
活
学
級
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
開
講
式
後
に
、
飾
り
袋
作
り
。

第
一
作
目
の
ふ
く
さ
袋
作
り
で

は
、
五
種
類
の
布
の
中
か
ら
好
み

の
色
柄
を
選
び
、
ボ
ン
ド
で
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
、
お
祝
い
の
と
き
重
宝
す

る
ね
。
黒
っ
ぽ
い
の
も
作
ろ
う
。」

と
、
見
本
を
手
に
大
好
評
。

　
二
作
目
の
は
し
袋
作
り
で
は
、

各
自
の
感
覚
で
、
模
様
を
つ
く

り
、
季
節
ご
と
の
見
本
を
見
て
、

感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
」「
今
度
も
楽
し
み
」

と
聞
き
、嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

（
白
井
の
り
子
）

龍
馬
伝
か
ら

　
　

 

歴
史
を
学
ぶ

広
畑
第
二
校
区

生
活
学
級
開
講
式

広
峰
校
区

　
4
月
25
日
、
広
畑
第
二
公
民
館

歴
史
講
座
で
、
黒
田
美
江
子
先
生

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬

伝
」
脚
本
が
、
福
田
靖
で
、
今
ま

で
の
龍
馬
と
違
っ
た
楽
し
み
が
で

き
、
ま
た
三
菱
の
創
設
者
、
岩
崎

弥
太
郎
か
ら
見
た
龍
馬
を
通
し

て
、
幕
末
の
時
代
を
映
し
出
し
て

い
ま
す
…
…
と
聞
き
ま
し
た
。

　
婦
人
会
員
同
志
、
日
本
の
歴
史

を
学
ぶ
た
め
、
次
回
も
ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
桝
三
枝
子
）

　
４
月
23
日
、
広
峰
公
民
館
に
お

い
て
、
第
一
回
生
活
学
級
を
開
催

し
ま
し
た
。  

 

ま
ず
、
去
る
２
月
16
日
、
キ
ャ

ス
パ
ホ
ー
ル
で
の
合
同
終
了
式
で

発
表
し
た
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
っ
た
映
像
と
、
5
人
の
ス
ピ
ー

チ
で
始
ま
り
、
「
婦
人
会
活
動
の

様
子
が
良
く
分
か
る
」
と
好
評
で

し
た
。
そ
の
後
、
良
く
効
く
ゴ
キ

ブ
リ
除
け
の
ホ
ウ
酸
団
子
を
作
り

ま
し
た
。
続
い
て
二
種
類
の
柏
餅

を
作
り
、
出
来
た
て
を
皆
で
頂

き
、
楽
し
い
茶
話
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
柳
内
礼
子
）

作り方…

かしわ餅（10個分）のレシピ
柏葉…………………１０枚
かしわ餅粉…………１２０ｇ
砂糖…………………大さじ２
片栗粉………………大さじ２
あんこ………………２００ｇ
ぬるま湯……………約１００㏄

①柏葉は湯でゆがき、あく出しし､水に取り､ざるに上げる。
②かしわ餅粉・砂糖・片栗粉をボールに入れ、ぬるま湯を加え、
　耳たぶ程度の柔らかさにこねる。
③生地を１０個に丸め、あんこを包む。
④蒸し器で２０～２５分 [強火 ] で蒸す。
⑤柏葉でくるんで出来上がり。
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だよりだより

12
日
㈯
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
（
婦
人
会
活
動
室
）

19
日
㈯
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
午
前
9
時
半
（
姫
路
市
立
中
央
体
育
館
）

東
京
都
文
京
区
の
区
長
が
4
月
に
約
2
週
間
、

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
発
表
し
、
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
区
長
自
ら
が
率
先
す
る
こ
と

で
、
男
性
が
育
休
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
珍
し
い
男
性
の
育
児
休
業
で
す
が
、

国
の
政
策
に
目
を
向
け
る
と
、
平
成
19
年
に
「
仕

事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」

が
策
定
さ
れ
、
平
成
29
年
に
男
性
の
育
児
休
業

取
得
率
を
10
％
に
す
る
数
値
目
標
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

姫
路
市
で
も
平
成
13
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た

「
姫
路
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、

男
性
市
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
を
平
成
24
年

度
に
3
％
に
す
る
と
い
う
数
値
目
標
が
あ
り
ま

す
。国

や
自
治
体
が
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
を

促
す
背
景
に
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
推
進
以
外
に
も
男
性
が
子
育
て
に
関
わ
る

こ
と
で
女
性
に
集
中
し
が
ち
な
家
事
や
子
育
て

の
負
担
を
軽
く
し
、
女
性
の
継
続
就
業
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
第
二
子
以
降
の
出
産
意
欲
を
促

し
、
少
子
化
解
消
策
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
期
待
が
あ
る
よ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
今
後
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
に
関
す
る
調
査
結
果
」（
平
成
20
年
）
に

よ
れ
ば
、
男
性
の
31.8
％
が
育
児
休
業
を
利
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

あ
い
め
っ
せ
で
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
対

象
に
し
た
講
座
「
パ
パ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
！
は
じ
め
て
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
15
組
に
対
し
て
91

組
の
応
募
が
あ
り
、
お
父
さ
ん
た
ち
の
育
児
へ

の
意
識
・
関
心
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
の
「
平
成
20

年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
女
性

の
育
児
休
業
取
得
率
が
90.6
％
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
1.23
％
と
低

水
準
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
年
度
に
お
け
る

姫
路
市
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
0
％

で
し
た
。

男
性
に
育
児
へ
の
関
心
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
育
児
休
業
の
取
得
が
進
ま
な
い
理
由
に

は
、「
休
業
す
る
こ
と
で
他
の
職
員
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
」
や
「
前
例
が
な
い
こ
と
」
で
取
得

を
た
め
ら
う
男
性
が
多
い
こ
と
、「
子
育
て
世
代

の
男
性
に
は
長
時
間
労
働
者
の
割
合
が
高
い
こ

と
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
向
上
に
は
、
男

性
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
風
土
の

醸
成
が
カ
ギ
に
な
り
そ
う
で
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
男
性
で
あ
る
私
が
第

二
子
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
約
１
か
月
間
育
児

休
業
を
取
得
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
私
の
場
合
、

上
司
が
取
得
を
強
く
勧
め
て
く
れ
、
同
僚
の
後

押
し
も
あ
り
ま
し
た
。

育
休
期
間
中
は
、
慣
れ
な
い
家
事
と
育
児
の

せ
い
か
体
重
が
2
㎏
減
り
ま
し
た
が
、
忙
し
く

過
ぎ
て
い
く
毎
日
は
充
実
し
て
楽
し
い
も
の
で

し
た
。「
取
っ
て
み
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
の
が

素
直
な
感
想
で
す
。
家
族
の
絆
も
強
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

今
回
は
男
性
の
育
児
休
業
を
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
全
て
の
人
が
人
生

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
多
様
な
選
択
が
で
き
る
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

今
後
の
活
動
予
定

男性の育児休業

▼
六
月

8
日
㈭
　
兵
庫
県
婦
人
大
会
　
　 

（
淡
路
市
立
し
づ
か
ホ
ー
ル
）

▼
七
月

7
日
㈯
　
お
城
ま
つ
り
　
総
踊
り

▼
八
月

30
日
㈯
　
姫
路
市
女
性
文
化
大
会
（
イ
ー
グ
レ
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
）

▼
十
月１　運動の目的

　日本赤十字社は「人間のいのちと健康、尊厳を守る」ことを目的として、
世界各国の赤十字社とともに、紛争や災害、病気で苦しんでいる人々に救い
の手をさしのべています。また、国内でも地震や台風などの被災者の救援活
動や、医療、献血、福祉などの幅広い分野で活動を続けています。
日本赤十字社では、これらの人道的活動や赤十字の理念に理解と賛同をいた
だき、活動資金として年間500円以上をご支援いただける方（赤十字社員）
を募集しています。活動資金に込められた、あなたの想いを赤十字はカタチ
にしていきます。皆様のご支援を心よりお待ちしています。
（お寄せいただいた資金は、一定の条件を満たす
ことにより、税制上の優遇措置を受けることがで
きます。）

２　運動の期間
　　平成22年5月1日㈯～平成22年5月31日㈪
３　キャッチコピー
　　「命を救う、力を合わせよう。」
４　お問い合わせ先
　　姫路市役所福祉総務課内　日赤姫路市地区
　　☎２２１－２３０４

平成22年度「赤十字運動月間」


